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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現計画の振り返りについてです。
現計画は、記載の通り、５つの目標像（少し時間をおいて）、１３の方針を定め（少し時間をおいて）、これに基づいて様々な施策に取り組んでまいりました。
（87文字）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
目標像Ⅰ、骨格を形成する総合交通体系としては、
　七隈線の延伸開業、都心循環BRT、交通結節機能の強化、パークアンドライドなどの公共交通利用促進、都市高速道路等の整備を行ってきています。
目標像Ⅱ、「誰もが安全・安心」では、
　バリアフリー化の推進、歩車分離、オンデマンドの社会実験など、生活交通の確保を実施。
（148文字）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
目標像Ⅲ、環境面では、公共交通利用促進、連立事業による道路交通円滑化など

目標像Ⅳは都心部ということで、再掲は除いて、回遊空間の創出や、付置義務条例の改正、フリンジパーキングの確保

目標像Ⅴは広域的な人流物流では、都市高速道路の延伸のほか、クルーズ船受け入れの岸壁整備、空港の機能強化、外国人向けの乗車券作成を行ってきました。
（178文字）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
成果指標の達成状況ですが、様々取組を進めた結果、

鉄道・バスの乗車人員は、目標値120万人をH27年に達成も、コロナの影響で94万人まで減少。
二酸化炭素排出量は、基本的には策定時から横ばい。
都心部への自動車流入量は、減少傾向にあり、目標値は達成。ただし、依然として渋滞している状況です。
（137文字）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、考慮すべき社会情勢の変化等です。

市の総人口は増加を続けていますが、郊外部などで高齢化が進展しております。

また、福岡市を訪れる観光客や、外国人入国者は、
新型コロナウイルスの影響をうけたものの、増加傾向にございました。
（110文字）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まちづくりについては、都市機能や自然環境が近接したコンパクトな都市であり、
都心部や拠点などにおいて、地域の特性に応じたまちづくりが進展。

財政状況は、市予算の義務的経費は増加傾向。

環境は、脱炭素の取組が推進されるなか、
福岡市の自動車部門における温室効果ガス排出量は横ばいで推移。
（138文字）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に福岡市の人の動きについてです。
・外出率は減少傾向にありますが、人口増等を背景に人の動きの増量は増加傾向、
・高齢者に着目すると、外出率が高まっており、身近な生活圏での移動が増加
・鉄道やバスの割合が増加し、自動車利用割合が減少しています。
（118文字）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
公共交通ネットワークについては、
都心部を中心に放射上の鉄道ネットワークと、
細やかなバスネットワークが形成されています。

道路交通については、
放射環状型の幹線道路ネットワークが形成されております。
（198文字）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に生活交通の確保です。
高齢化の進展などに伴い、生活交通確保の重要性が高まっており、
オンデマンド交通社会実験に取り組んでいるところです。

交通事業者の経営環境については、
コロナ禍の利用者の減少や高齢化の進展等により担い手不足が深刻化しています。

また、MaaSやシェアサイクルなど、新たなモビリティサービスが活発化しています。
（162文字）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先ほどまでに説明した社会情勢の変化等をまとめています。
福岡市の今後の都市交通を考えていくにあたり、こうした変化を考慮していく必要が
あると考えております。

（76文字）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、本日、議論頂きたい点でございます。

説明させていただいたように、取り巻く社会情勢等が変化してございます。
福岡市の今後の都市交通を考えていくにあたり考慮すべきことや今後の展望などについて、
本日は、委員ぞれぞれのお立場からご意見をお願いいたします。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（144文字）
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